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オーラルセッション ― フルペーパー

20代におけるビール購入の 
重要視している要因探求

― コンジョイント分析を用いて ―

要約
本論文では，20代の消費者がどのような要因を重視して，ビールを購入しているのか，コンジョイント分析を用いて調査し

た。酒税の増税や思考の多様化によって，ビールが多様化しているため，発泡酒・第3のビールやノンアルコールビールを含め
たビールの種類を要因の一つとして採用し分析を行った。分析手順として，クラスター分析によって，購入傾向が似ているクラ
スターを作成し，それぞれのクラスターで重視している要因を調査した。その結果，「伝統的なビール派」，「コスパ重視発泡酒・
第3のビール派」，「低アルコール派」のクラスターで分けられた。そして，ビールの種類，価格，味，ラベル，4つの要因の中で
最もビールの種類が大きな影響を与えていることが判明した。
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I. はじめに

1. 背景と目的
ビール産業は消費者の嗜好や酒類分類や酒税率の変

更により，多種多様な製品が開発され発売されている（中
島 , 2018）。増税が行われ税率の低いビールの販売の結
果，2004年に新ジャンルの第三のビールが生まれた。ビール
に限らず発泡酒や第三のビールが毎年多くの新商品が発
売されており，ビールの種類が多様化している。

さらに，ビールの消費量は年々減少している。酒のしお
り（2022）によると，ビールの販売数量がピークである1994
年の705.7 万㎘から，2020 年では179.4㎘と約 75％減少し
ている。厚生労働省の「国民健康栄養調査」（2020）によ
ると，1992 年における飲酒習慣のある20 〜 29 歳代の男性
は26.3%であったが，2019 年には半分以下である12.7%と
減少しており，若者のアルコール離れが見られる。

以上より，縮小しているビール市場で多種多様な商品開
発により，市場は飽和状態となっているため，さらに競争が
激しくなると見込まれる。したがって，これまで以上にニーズ
を汲み取った商品開発が必要となる。

そこで，ビールを対象として，20 代の若者をターゲットとし
た消費者の購買プロセスで重要視される要因の探求を本
論文の目的とする。

2. 本論文の構成
本論文の構成として，2 章においては先行研究を紹介し

この論文の位置付けを定義する。そして，3 章では分析手
法であるクラスター分析とコンジョイント分析，要因と水準の
設定理由，アンケートの説明をする。4 章では得たデータの
分析結果を示し，5 章では分析した結果の考察をする。最
後に6 章では，結論を述べる。

II. 先行研究

本章は他の研究との共通点や相違点，研究をする意義
を紹介する。

1. ビールの購買行動
ビールの消費者行動に関する多くの研究が行われてき

た。Calvo-Porralら（2018）によると，ビールは，コンサート，
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スポーツイベント，自宅，パーティー，テレビ鑑賞，キャンプなど，
さまざまな消費シーンで有用性があり，さまざまなニーズを満
たす。また，ビールに対する欲求と選択は，消費者の好みに
よって異なる。さまざまな商品特性が，消費者の好みに大き
な影響を与えている（Hernandez-Mora et al.,2022）。

2. コンジョイント分析を用いた研究
消費者行動に関する研究において，実際の商品選択の

状態に近く信頼性の高い結果が出やすいコンジョイント分
析（Chiba et al., 1997）が用いられてきた。ビールについ
てコンジョイント分析を用いた研究として，カナダのノバスコシ
ア州に住む女性をターゲットとし，味，ブランド，外観，ビール
のスタイル，製造方法，パッケージなどの要因が購入意向の
重要な指標として特定された（Muggah & McSweeney, 
2017）。Meyerdingらの研究（2019）では，ドイツ人を対
象として，ラガーやペールエールといったビールのスタイル，
価格，原産地が重要なビールの属性だと判明した。ビール
を題材としたコンジョイント分析を用いた研究は海外では行
われているが，調べた範囲では日本で研究されていなかっ
た。地域ごとでビールの好みは異なり，時代で好みが変化し
ていくとMcCluskeyとShreay（2011）が指摘しているよう
に，日本に合わせた分析に意義がある。さらに，通常のビー
ル，発泡酒，ノンアルコールなどのビールの種類を考慮したコ
ンジョイント分析を行っている研究がなかった。したがって，
ビールの種類を要因として用いたコンジョイント分析を行うこ
とで，多様なビールの中からのよりリアルな選択行動に近い
状況を想定した分析を行うことができる。本論文は，小売店
のビール缶（350ml）を対象とする。

以上より，本論文はビールの種類を属性として取り入れた
コンジョイント分析によって消費者の重要視する属性や要因
を探る。属性や要因の重要度をもとにクラスターを作り，各ク
ラスターでどのような傾向があるかを明らかにしていく。

III. 分析方法

この章では，本論文で使用するコンジョイント分析の概要と
コンジョイント分析の構成要素である要因と水準を定めた背
景や理由を述べる。また，具体的な分析手順を紹介する。

1. コンジョイント分析
コンジョイント分析は1960年代にLuce, TukeyやKruskal

らにより統計手法として理論的展開がなされた（Yuzawa, 
Suda, Takada, & Sakai, 1990）。したがって，実際の購買
行動と似た購買選択を想定した分析のため，より実践的な
結果を期待して本論文で同分析手法を採用する。

2. 要因の決定
要因が価格，味，ビール種類，ラベルの4つになった経緯

を述べる。本論文のコンジョイント分析では，4 要因 3 水準
を設定した。コンジョイント分析はコンジョイントカードを作成
し，回答者に評価してもらう。しかし，多くの要因と水準があ
る場合，カードの種類が大量となり回答者の負担が増え回
答の質が下がる恐れがあるため，直交配列法を用いること
によって，9 通りのカードだけで主な効果を測定可能にする。

これから4つの要因を定めた背景について述べる。前述
の通り，これまでビールを扱ったコンジョイント分析の研究が
主に海外で行われてきており，同研究で使用された要因を
紹介する。例えば，Muggah & McSweeneyらは，要因と
して味，ブランド，外観，ビールのスタイル，製造方法，パッケー
ジを要因として採用していた。また，Ongらによると（2022），
要因として価格，次に味，アルコール含有量，口当たり，後
味，香り，色などの要因を採用している。他には，今日のビー
ル系飲料に関する消費者選好の特徴として，価格，味わい，
健康への影響を上げている（中島）。以上より，多くの研究
で共通して価格や味が重要であると指摘しているため，本
論文でも価格と味を要因として採用する。

次に，上記 2つの要因以外であるビールの種類とラベル
を設定した背景について述べる。多様なビールの種類の
発売に対応した実験になるため，ビールの種類を要因として
採用する。そして，他の研究で挙げられている要因として，
パッケージがあるが，パッケージでは範囲が広く要因や水準
として落とし込めない。Gislasonらは（2020），デザイン要
素のうちラベルの色とボトルの種類の2つが消費者の製品
評価に大きな影響を与えたと指摘している。本論文では，
350mlビール缶を対象としているため，ボトルの種類は除外
し，ラベルの色を採用する。以上より，本論文は，価格，味，
ビールの種類，ラベルの色の4つを要因とする。
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3. 水準の決定
これから上記で指定した要因ごとの水準を決定した理由

を述べていく。

（1） ビール種類
ビールの種類は，ビール，発泡酒・第 3のビール，ノンアル

コール・低アルコールの3つに設定した。ビールは伝統的な
アルコール飲料として多くの消費者に飲まれてきたビールを
一つの水準として設定した。

次に，発泡酒と第 3のビールに関して，慶田（2013）は発
泡酒や第 3のビールはビールよりも低い税率を利用した商
品であり，ビールと同一の税率では価格優位性がなく需要
がないと同ジャンルであると指摘している。したがって，本論
文でも発泡酒と第 3のビールを同ジャンルとして扱う。

最近，アサヒより低アルコール飲料として，「ビアリー」が発
売され注目を浴びている。ノンアルコールと同様にアルコー
ルに強くない人や酔えない状況の人が飲まれる人がター
ゲットとしてノンアルコールと同様の目的があるため，ノンアル
コールと低アルコールを同じカテゴリーとした。

（2） 価格
ビールの価格はオープン価格であるため，店舗によって価

格が変わってくる。価格はそれぞれの種類によって変わって
くるため以下の図のように各種類に応じた価格水準を設定
した。

（3） 味
高と青木（2017）らの研究を参考に，キレ，コク，苦味の3

種類に分類する。GaoとAokiの研究では味をクリア系，コ
ク系，健康系の3 種に分類していた。しかし，健康系ビール
は発泡酒や第 3のビールに集約されており，伝統的なビー
ルは該当しなかったため排除しました。そして，2000 年以
降の発売で 2 年以上まだ売れているビール系飲料を参考
にマイルド系が多く見られたため，マイルド系を味の要因の
一つに取り入れた。

（4） ラベル
ラベルの色は無数にあり，分類することが難しい。そこで，

ビールのデザインとして，高級感を演出するデザインはメタ
リック，シンプルさはホワイト，おしゃれなデザインはその他カ
ラフルに分類する。

メタリックは，高級感や洗練されている印象を与える効果
がある。最近では，プレミアムなブランドに使用されている。
ホワイトは，清涼感や軽やかさを表現する色として使用され
ており，ビールのラベルでも多く採用されていたため，水準の
一つとして設定する。以上のメタリックやホワイト以外にも多
くの色がデザインで採用されているが，ポップでカラーバリ
エーション豊かな若者向けのデザインが多く発売されてい
る。メタリックやホワイトに該当しないデザインはその他カラフ
ルにまとめる。

以上より，メタリック，ホワイト，その他カラフルの3分類する。

表—1　各ビール種類の価格水準

high normal low
ビール 280円 250円 220円
発泡酒・第 3のビール 180円 150円 120円
ノンアルコールビール 150円 130円 100円

表—2　要因と水準の組み合わせ

水準 1 水準 2 水準 3
要因 ビール種類 ビール 発泡酒 ノンアルコール

第 3のビール 低アルコール
価格 high normal low
味 クリア系 コク系 マイルド系
ラベル メタリック ホワイト その他（カラフル）



99 Japan Marketing Academy Conference Proceedings vol.12（2023）

https://www.j-mac.or.jp

20 代におけるビール購入の重要視している要因探求 ― コンジョイント分析を用いて ―

4. アンケート対象
本論文は，お酒がテーマとなるため評価者は20 歳を超え

ている学年を対象とし，大学生 39 名（男性 23 名，女性 16
名）である。アンケートはGoogleフォームで解答を回収し
た。

5. アンケート構造

（1） 属性の質問項目
回答者の属性に関するアンケートでは，考察の際に意味

づけすることを目的に，「性別」「ビールの飲み頻度」「ビー
ルを飲む際の飲む相手」「お酒を飲む量」を問う。

（2） コンジョイント分析の質問項目
4 要因 3 水準で直交配列を活用して作成した9つのプロ

ファイルカードをもとに，それぞれのカードを1 〜 10 位で評
価する順位評価法を採用した。コンジョイント分析の評価
方法として，得点評価法，順位評価法，一対比較法がある。
今回は回答の質と回答者の負担を考慮し，順位評価法で
評価する。

6. 分析の手順
Step1： 回答したカードの順位をもとにクラスター分析を行

い回答が似通ったクラスターに分ける。
Step2：コンジョイント分析する前に，データ加工を行う。

回答者がつけた順位は，順位が1 位は10 点，2 位は9 点の
ように優先順に対する得点を逆数として得点化したものを
選好得点とする。この加工した得点の平均値を求める。
Step3: 加工したデータをもとに，クラスターごとにコンジョイ

ント分析で要因の影響度と水準の部分効用値を算出する。

IV. 結果

この章では，全体コンジョイント分析結果を示し，類型化し
たクラスター紹介とそれぞれのコンジョイント分析の結果を
述べる。

1. 回答者の類型化
ここでは，類型化したクラスターを紹介する。似通った選

択をするグループの特徴を捉えるため，コンジョイントカード

を評価した順位をもとに，階層クラスター分析を行った。そこ
で作成したデンドログラムは図3である。クラスター数は，4ク
ラスターにした場合それぞれのクラスターのN 数が少なくな
り分析が難しくなるため，3つのクラスター数にすることが妥
当であると判断した。クラスター1は13名（33%），クラスター
2は最も多い18 名（46%）が属している。そして，小さいク
ラスター 3は8 名（11%）属する。以下，全体の結果と各ク
ラスターのコンジョイント分析の結果を示す。

2. 各クラスターの分析結果

（1） 全体の結果
まずは，重要度の結果から見ていく。最も重要度の高い

要因は，ビール種類で50.7%である。味が19.6%，価格が3
番目の18.9%，最後にラベルが10.8%という順番になった。
ビールの種類が半数を占め，味と価格がほとんど同じ重要
度となった。

次に，各水準の部分効用値を見ていく。部分効用値とは，
要因毎の重要度を表し，属性内では0に平均化され，部分
効用値が高いほど個人にとってより好ましい選択肢を意味
する（菅原 , 2021）。ビール種類ではビールの部分効用値
が最も高く，発泡酒・第 3のビール，ノンアルコールビールの
順番の結果が得られた。他の属性と比べた際でも，最も水
準によって差が大きい。次に，価格に関しては，価格が低い
ほど部分効用値が高い結果となった。味の水準はマイルド
系，クリア系，コク系という順番で部分効用値が高く，コク系
のみマイナスの貢献度となった。ラベルは，他の要因と比べ
差が少なく，ホワイト，メタリック，その他カラフルの順番で評
価された。

（2） クラスター 1
要因の中で最もビールの種類が84%と高い影響度を示

した。価格や味，ラベルの要因は影響度がいずれも10%
未満の低い結果となった。

ビールの種類の水準では，ビールが2.94と，ノンアルコー
ルの-2.93と高い値となり，大きく差が開いた。価格では
normalとlowの水準が 0，high が -0.1という低い結果と
なった。味とラベルでは両者とも絶対値 0.3 以下の部分効
用値を示した。
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（3） クラスター 2
ビールの種類の影響度が51%と，4つの要因の中で最も

高い影響度となった。他の要因でも一定の影響度が示され
た。次にラベル，味，価格という順番で影響度を与えた。

ビールの種類では，発泡酒が1.58，ビールが0.54と度数
入りのビールがプラスの評価となったが，ノンアルコールビー
ルが-2.13のマイナスの結果となった。味では，マイルド系が
高く，コク系がマイナスの値を示した。価格は，高い価格は
低い評価となり，他のクラスターに比べ，最も価格の部分効
用値の差が激しい結果となった。

以上より，このクラスターは「コスパ重視発泡酒・第 3の

ビール派」である。

（4） クラスター 3
クラスター3は，ビールの種類と味が高い影響度を示した。

ビールの種類が54%の影響度となり，味が24%の影響度
がわかった。価格とラベルは10% 少々であった。

ビールの種類の部分効用値では最もノンアルコールビー
ルを好む傾向にある。そして，価格では低価格を好む。味
では，マイルド系が高く評価され，ラベルはメタリックだけマイ
ナスの評価であった。

クラスター 3は，ノンアルコールを好む「ノンアルコール派」
である。

図—1　全体の影響度（左）と部分効用値（右）

図—2　クラスター 1の影響度（左）と部分効用値（右）
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図—3　クラスター 2の影響度（左）と部分効用値（右）

図—4　クラスター 3の影響度（左）と部分効用値（右）

V. 考察

それぞれのクラスターでどのような水準や要因を重要視し
ているのか，回答者の属性踏まえ考察する。

1. クラスター 1：伝統的なビール派
1 週間に1 本以上ビールを飲酒する習慣のある人が最も

多く，1 回あたりの消費ビール量が最も多い結果を示した。
飲み相手は友人が大半を占め，他の人は家族が占めてい
るため，伝統的なビールを飲む人は一人ではなく，複数人と
飲む傾向がある。したがって，多量のアルコールを摂取しな
がら，友人や家族とその場を楽しむことを期待してビールを
購入しているそうであると推測する。

2. クラスター 2：コスパ重視派
価格の安い発泡酒が高く評価され，味はマイルドで飲み

やすいビールを好む。飲み相手が一人を選んだ人はクラス
ター 2のみだった。また，ラベルがメタリックなビールを部分
効用値が0.66と高くなっている。そのため，コスパ良くゆった
りとビールを楽しみたいクラスターであると考える。

3. クラスター 3：ノンアルコール派
クラスター 1は，ビールの種類と味が高い影響度を示し，

ビールの種類としてノンアルコールビールを高く評価するグ
ループである。このグループはお酒を飲む習慣のない人が
集中しているため，アルコールを苦手としてノンアルコール
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ビールを選択していると予想する。アンケート解答前に，アル
コールを飲む習慣のない人には，ビールを初めて飲む場面
でどのビールを選択するか意識して解答してもらった。した
がって，ノンアルコールビールは一概にクラスター 3の影響度
と部分効用値が適切だとは言い切れない。しかし，初めて
ビールを飲む人に対して，結果で表された価格が安く，マイ
ルドな味わいがとっつきやすいだろう。

VI. 結論

本論文は，20 代の若者をターゲットとした購買プロセスで
重要視されるビールの要因の探求を本論文の目的として，
実験をおこなった。ビールの種類を考慮したビールの選択
の実験を行うことで，ビールの種類が及ぼす選択行動が大
きく異なることが判明した。さらに，それぞれのビールの種類
で重要視している要因を判明した。

しかし，この結果だけで20 代が重要視している理想的な
ビールの要因が判明することは言い切れないため，より大
規模なデータから見ていく必要があろう。また，今回はラベ
ルの定義を色に絞っておこなったが，ラベルは複雑なデザイ
ンのもと構成されるため，より複雑なラベルデザインに適応し
た実験が必要だろう。
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